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研究成果の概要（和文）：2005～2009年に埼玉県I町の中学1年生を対象に、体型認識の歪みと生活習慣との関連につい
て検討した。体型認識の歪みには男女差が認められ、男子では過少評価、女子では過大評価する傾向がみられた。また
、体型認識の歪みは、男子では運動、女子では夜食との関連が認められた。さらに、2002年～2007年の小学4年生を対
象に、小4時の体型認識の歪みがその後の体型に影響を及ぼすのか縦断的検討を行った。小学4年生の普通体重児におい
て、男女ともに体型を過大評価することが、3年後の過体重と有意に関連することが示された。また、男女ともに体型
を過小評価することが、3年後のやせと有意に関連することが示された。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to investigate the association between having a 
distorted body image and being overweight or underweight among normal weight preadolescents in a 
population-based cohort study in Japan. The study participants were 1431 normal weight fourth-grade 
students in Japan from 2002 to 2007. Children who were normal weight but perceived themselves as heavy or 
thin were regarded as having a distorted body images. Both boys and girls who perceived themselves as 
heavy at baseline showed significantly increased ORs for overweight compared to those who perceived 
themselves as normal weight at baseline. Significantly increased ORs for underweight were also observed 
among those who perceived themselves as thin at baseline compared with those who perceived themselves as 
normal weight, regardless of sex. The results of the present study suggest that having a distorted body 
image in preadolescence is associated with being overweight or underweight in adolescence.

研究分野： 公衆衛生
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１．研究開始当初の背景 
近年、小児期において生活習慣病の増加が

問題視され、その原因の一つである小児肥満
の対策・指導として生活習慣の改善が講じら
れてきた。これまで申請者は、小児肥満と高
血圧との関連、食行動や睡眠などの生活習慣
との関連、親の影響についての疫学研究を展
開し、その成果を英文論文にまとめ誌上発表
してきた。その一方で、小児期のやせの増加
も見逃せない問題となってきている。過度な
やせ志向は、摂食障害に大きく関与し、思春
期までの栄養障害は将来的な骨粗しょう症
の要因となることが指摘されている 1)。平成
23 年の学校保健統計調査では、性・年齢別
肥満傾向児の出現率が年々減少している一
方で、痩身傾向児の出現率が増加している。
特に、痩身傾向児の出現率は、小学生高学年
から中学生にかけて男女ともに著しく増加
している。「やせ」の予防・改善には、自分
自身の体型を正しく認識すること（体型認
識）が重要である 2）。 
しかし、近年、太っていなくても自分の体

型を「太っている」と過大評価するなど、体
型認識の歪みがみられる。この体型認識の歪
みが、特に、痩身傾向の出現率が多い思春期
前・思春期の児童・生徒の生活習慣に影響を
及ぼす可能性がある。ところが、これまで自
己の体型認識に関する研究では、やせ・やせ
願望との関連、体型認識の歪みの原因として
セルフエスティームとの関連についての報
告があるが、体型認識の歪みと生活習慣との
関連についてはほとんどない。これまで、日
本の論文は 2 つあるが 2),3）、いずれも横断研
究であり、しかも、体型認識の歪みで最も重
要な要因である身長、および体重の値が自己
申告値を使用しているため実測値との歪み
の可能性が指摘される。 

 
【引用文献】 
1) 柿山哲治. 肥満・痩せの改善と HQC. 子

どもと発育発達. 2010;8: 155-159. 
2) Miyajima M, et al. The effect of 

distorted body perception on 
self-esteem and lifestyle among school 
children. Jpn J School Health. 2010; 
52: 206-13. (in Japanese) 

3) Mori K, et al. Relationship between 
body image and lifestyle factors in 
Japanese adolescent girls. Pediatr Int. 
2009; 51: 507-13. 

 
２．研究の目的 
本研究では、これまで構築した小児生活習

慣病予防検診データ（既存データ）のマイニ
ングによって、思春期前・思春期の児童・生
徒における体型認識の歪みと生活習慣との
関連について、Ⅰ．横断的、および、Ⅱ．縦
断的に検討する。 

 
 

３．研究の方法 
(1) 横断的検討 
「やせ」の定義（CDC、WHO、肥満度な

ど）や体型認識の関連する文献を収集し、検
討した。対象者（小学 4 年生及び中学 1 年
生）の「やせ」の実態を学年別、男女別に把
握した。また、自己の体型認識と実際の体格
（「やせ」、「標準」、「過体重」、「肥満」）から
体型認識の評価を行い、過大評価、適正、過
小評価の 3 群に分類し、それぞれの実態を把
握した。さらに、体型認識の歪み(過大評価、
過小評価)と生活習慣(食行動、運動習慣、睡
眠時間など)との関連について、ロジスティッ
ク回帰分析を用いて学年別、男女別にデータ
解析した。 
 
(2) 縦断的検討 
小学 4 年生時のデータと中学 1 年生時の

データをリンクさせ、小学 4 年生時の自己の
体型認識の歪みがその後の体型に影響を及
ぼすのか、ロジスティック回帰分析を用いて
生活習慣との交互作用についてデータ解析
を行う。 
 
４．研究成果 

1994 年から埼玉県 I 町のすべての小学 4
年生および中学 1年生に実施されている小児
生活習慣病予防検診データのマイニングに
よって、思春期前・思春期の児童・生徒にお
ける体型認識の歪みと生活習慣との関連を
明らかにすることを目的とした。 
小児の体格の現状を把握するために、小児

の「やせ」・「肥満」の判定基準に関する文献
を収集した。我が国では文部科学省学校保健
統計の「肥満度」（性別・年齢別・身長別標
準体重から算出）を用いて、肥満度－20％以
下を「痩身傾向児」、20％以上を「肥満傾向
児」と定義していた。また、海外では身長、
体重から算出した body mass index（BMI）
を用いるのが一般的で、 International 
Obesity Task Force（IOTF）や Centers for 
Disease Control and Prevention（CDC）な
どが、それぞれ性別・年齢別の BMI 基準値
を設定していた。これらの判定基準に基づき、
対象者（小学 4 年生及び中学 1 年生）の「や
せ」の現状を比較検討した。「やせ」の割合
は基準値によって異なっており、男子では 2
～9％、女子では 2～11％であった。「肥満度」
による「やせ」の判定は、BMI に基づいた
IOTF の判定に比較して過小評価された。 
また、2003 年から 2012 年における日本の

児童集団における痩身と過体重／肥満の割
合と傾向について、肥満指数（BMI）と肥満
度（POW）の定義を用いて検討した。POW
基準値による痩身と過体重の割合は、BMI
基準値と比較して、日本の児童において過小
評価されたが、痩身と過体重／肥満の割合の
傾向は、POW 基準値と BMI 基準値では類似
することが示唆された。 

2005～2009 年に埼玉県 I 町の中学 1 年生



を対象に、体型認識の歪みと生活習慣との関
連について、性差に注目して検討した。中学
1 年生は、体型認識の歪みには男女差が認め
られ、男子では過少評価、女子では過大評価
する傾向がみられた。また、体型認識の歪み
は、男子では運動、女子では夜食との関連が
認められた。適正な体型認識のためには、性
差を考慮した健康教育が適切であると考え
られる。 
さらに、小学 4 年生時のデータ（2002～

2007 年、ベースライン時）と 3 年後（2005
～2010 年）の中学 1 年生時のデータをリン
クさせ、小学 4 年生時の自己の体型認識の歪
みがその後の体型に影響を及ぼすのか、生活
習慣との交互作用についての縦断的検討を
行った。その結果、小学 4 年生の普通体重児
において、男女ともに体型を過大評価するこ
とが、3 年後の過体重と有意に関連すること
が示された。また、男女ともに体型を過小評
価することが、3 年後のやせと有意に関連す
ることが示された。学童における体型認識の
歪みはその後の体格に影響を与えることが
示唆された。 
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